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今   充

肝内結石症 (以下本症)の 成因はいまだ不明である

が,本 症患者の胆管上皮に粘液腺が増生することはよ

く知られた事実である。われわれは既に本症患者の胆

汁 と結石中にムチン型糖蛋自が増加することを証明し

てきた1)。今回われわれは本症のモデル犬を用い,肝内

結石形成過程を胆汁中ムチン型糖蛋自の変化 として

high performance liquid chromatograph(以 下

HPLC)に て証明することに成功したのでここに報告

する。

対象 !本症のモデル犬 (n=5)は 胆汁 うっ滞状態を

作るため,雑種成犬の左肝内胆管に30cmの 5Frシ リヨ

ンコーテングチューブを間置した。 うっ滞胆汁として

はモデル作成後 1年 経過 したもの,ま た うっ滞感染胆

汁としては 1年 間 うっ滞させた胆汁採取後に,門 脈内

に大腸菌を108個注入 し, 1か 月経過 したものを用い

ブ(=.

方法 !モデル犬より得 られた胆管胆汁を充分量のア

セ トン ・ユーテルで脱脂,脱 色後乾燥粉末 として以下

の実験に用いた。1)SDSポ リアクリルア ミド電気泳

動,2)糖 分析 ・アミノ糖 ・アミノ酸分析.1),2)に つ

いては既述 してある教室常用の方法で行った'.3)

HPLCに よる糖蛋白の分離

胆汁脱脂粉末を0,2N NaClに 溶解 しミリポアの

HVフ ィルター (ポアサイズ0.45″m)に てろ過したも

のを試料 とした。カラムは shOdex OH pack KB 804(8

mm× 300mm)を 用い流速0.5m1/minカ ラム圧13Kg/

cm2で 行った.ま た検出は210nlnで行った。

結果 :1)SDSポ リアクリルアミド電気泳動

うっ滞群ではコン トロールに比べ分子量70,000以上

の高分子蛋自質が増加し,70,000以 下の低分子蛋自が

減少した。また うっ滞感染群ではこの傾向がさらに顕

者 となった。

2)糖 分析,ア ミノ糖,ア ミノ酸分析

中性糖ではうっ滞およびうっ滞感染群でガラク トー

スの増加が認められた。またガラク トサ ミンの増加も

あ り,ア ミノ酸分析の トレオレン,セ リンの増加と考
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Fig。 l Analytical chart Of HPLC

え合わせるとムチン型糖蛋白の増加を示 していた。

3)HPLCに よる糖蛋白の分析

HPLCに よる分離では Fig。1の ごとく,1,2の 高

分子狽1蛋白のピークが, うっ滞, うっ滞感染群 と増加

し,逆 に正常胆汁で主に認められている3, 4, 5,

6の低分子側蛋自のピークが減少していた。すなわち

1, 2の 高分子側のピークは本症胆汁中に増加する特

異的な糖蛋白であることを意味 した。

結語 :以上より,胆 汁 うっ滞により,胆 汁中ムチン

は増加 し,感 染によりその傾向はさらに著明になるこ

とが判明した。また HPLCに より胆汁の分析が迅速か
つ正確に行 うことが可能であ り,そ の有用性が確認さ

れた.
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